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初学者に立ち返る：
粤語学習の経験から

中里見敬



広東語を学び始めてよかったこと

• 生活が「異化」される、新しいことを始める「ワクワク感」

• 関連分野の本を読んだり、音楽を聴いたりすることが増える

• 音声をスマホに入れて、いつでも、どこでも聴ける

→ 学習環境が以前より格段に進歩していることを実感

→ 2種類の速度の音声（スマホアプリなら、速度自在）

• それでも、ネイティブの先生のありがたさは変わらない

→ 自然な発声、発話。まちがいの指摘、矯正（←不可欠）。

→ 発音の間違いを、自分で考える訓練

•最大の収穫は、初学者に立ち返れたこと



方言（中国広東）／公用語（香港）／国家語（普通話）
の関係について理解を深めることができた

• 「現代香港では政治、経済活動、報道、幼稚園から大学に至る各
種教育など公共の場では、多くが粤語で、一部が英語で言語活動
を行っています。必然的に個人の精神活動も粤語を中心とするこ
とになるわけです。」（吉川雅之『香港粤語：発音』2頁）

• 「香港では粤語で教育が行われているため、人々は「中国語で書
かれた文章を粤語音で読む」という技術を身につけています。こ
の技術は専門用語をはじめとして教養を表す語彙・言い回しが香
港粤語に供給されることを保証しているのです。」（同上3頁）

• 規範的中国語「中文」 他在看 电视。Ta1 dzoi6 hon3 din6 si6.

• 粤語口語 佢 睇緊電視。Koey5 tai2 gan2 din6 si6.

（吉川雅之『香港粤語：基礎会話』12頁の例より）



吉川雅之「言語システムの転換と言語の政治問題化」
（『香港の過去・現在・未来』アジア遊学234, 勉誠出版, 2019）

• 「中国社会の（規範主義的）通念からすれば、粤語は音声言語とし
てのみ運用されるべきであり、本来は書記言語に介在すべき体系で
はない。言うまでもなく、粤語に特有な形式の読み書きは公教育で
は教えられない。」164頁

• 「従来のシステムでは音声言語たる粤語は書記言語「中文」の朗読
言語であった。しかし、書記言語「中文」の朗読の役割が普通話に
推移することで、粤語は朗読する書記言語を喪失し始める。その喪
失の代償として書面粤語（書かれた広東語）の文章が台頭している
……」165頁

SNSの入力：広東人は「普通話」（書面・音声とも規範的中国語）
香港人は「書面粤語(粤文)」（書面・音声とも粤語）

「中文」（書面は規範的中国語、音声は粤語）ではない



吉川雅之「言語システムの転換と言語の政治問題化」
（『香港の過去・現在・未来』アジア遊学234, 勉誠出版, 2019）

• 「2007年まで学校教育で広く行われてきた粤語による文章朗読
は、清代に中国各地の書院や義塾で普遍的に行われていた、現
地の音声言語の漢字音による古典中国語（漢文）の朗読という
受容方法を継承するものである。」168頁

「（中国：引用者補）各地の固有種が家族内言語へと追いやら
れ、父兄が子弟に対して固有種ではなく普通話による意思疎通
を選ぶようになった……」168頁 → 上海の例

「香港の歌謡は粤語か否かという問題も同様である。大多数の
歌詞は「中文」で記されており、それを粤語音で歌うのであ
る」162頁



初学者のダメな点（学生に要求しても無理なこと）

• 「毎日コツコツ」はまず不可能

• 復習には最低30分必要、10～15分程度では「できない」感だけ
が残って逆効果 → プレゼンで好成績の学生は1時間

• 通勤時間に「聞き流す」は、うまくいかなかった

•「早く話せるようになりたい」という気持ちばかりが先立ち、
すべての練習を丁寧にこなすのを面倒に感じる

→ 発音、声調の組み合わせ練習の時期（2ヶ月）

•教科書の説明をきちんと読まない → 教師は教科書の隅々ま
で読んで理解しているが、学生は「課文」以外の説明はほとん
ど読もうとしない。 ← 「早く話せるようになりたい」

• 教科書の課文以外は、話せない、聞いてわからない
→ 応用練習が不足



初学者が達成感を感じるとき

• 発音・声調練習（2ヶ月間）は完璧にはほど遠い → 完璧で
はなくても、どんどん進んで、音韻体系の全体を把握すべき
→ その後、以前できなかった発音も、全体の中で理解し、で
きるようになっていく

• 最初の達成感：1～10までの数字を覚えて、99まで数えられる
ようになったとき

• 1つの文型を習って、単語を入れ替えて自分で文を作れたとき

• 課文の中で、長くて難しい文を、すらすら言えるようになった
とき

• 1課の課文全体を暗誦できるようになったとき



単語を入れ替えて文を作る例

•你有冇去過熊本呀？（你有没有去过熊本？）

•你有冇去過北京呀？

•你有冇食過餃子呀？

1. 教科書のドリル練習を「させられている」感ではない

2. 自分で言いたいことを考えて、単語を調べる

3. 自分で作った文章を、先生が聞いて理解できる

4. 1つの文型を完全に自分のものにした感覚

→ 辞書、または単語帳が必要、普通話ならスマホも可？



董燕、遠藤光暁
『わかる中国語単語1000』

（朝日出版社, 2000年, 950円）





授業改善へのヒント
• 発音・声調練習（2ヶ月間）は完璧ではなくても、どんどん進んで、
音韻体系の全体を把握すべき → その後、以前できなかった発音
も、全体の中で理解し、できるようになっていく

• 1～10までの数字を覚えて、99まで自由自在にマスターして、最初
の達成感を感じてもらう（5月中下旬、ビンゴゲーム）

• 3段階の朗読
1. 単語ごとに区切る 2. 意味のまとまりで区切る 3. 流暢に感情
もこめて

• スマホの辞書も活用しながら、学生自身に文を作らせ、口頭で言っ
てもらう → できれば、毎回の授業で10名ずつでも行う

• ときには、負荷の高い1課まるごと暗誦も → ただし、声調が滅
茶苦茶にならないように、スマホに入れた音声を利用してもらう



最後に

• 同学の支え → 1人ではモチベーションの維持が困難

• 同学の勉強のしかた → 1人1人の関心、重点、勉強のしかた
が異なる

• 言語は大きな宇宙 → 学習者の志向が様々であるように、教
授者（教科書）も、言語という大きな宇宙を1つのやり方でと
らえているにすぎない → どの学び方／教え方がよいとは言
えない

• あまりに単純化した教科書は手応えに欠ける

• 音声的に美しい、人を動かす力のある「録音／動画」は必須



飯田真紀著
『ニューエクスプレス
プラス広東語』
（白水社, 2019）第8課



吉川雅之著
『香港粤語：基礎会話』
（白帝社, 2012）第8課



吉川雅之『香港粤語：発音』より金言
• 読者は単音節・二音節の的確な発声・発音に務めて下さい。これが
できない者に一句一文の的確な発音ができるとは思えません。（iv
頁）

• 発音習得には一定の期間をあてることが必要です。一二週間での完
成は期待すべきではありません。短期間で習得を終え、しかもその
後も正しく発音し続けることが可能なほど「器用」な学習者は稀で
すし、そうした「器用」な人間である意義もないからです。要は根
気です。 （iv頁）

• 本課では二音節からなる語彙の発音を練習します。……現段階では
速く発音することではなく、大きな声ではっきりと発音することを
心がけます。一般に中国語圏では明瞭な発音をすれば初心者であっ
ても高い評価を得ることが可能です。（72/156頁）


